
本
年
（
一
九
九
七
）
七
月
七
日
か
ら
一
二
日
ま
で
の
六
日
間
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
お
い
て
第
三
五
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ

カ
研
究
会
議
（
門
澤
ヨ
シ
巴
が
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
第
三
一
回

（
東
京
・
京
都
、
一
九
八
三
年
）
、
第
三
二
回
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
一
九
八

六
年
）
、
第
三
四
回
（
香
港
、
一
九
九
三
年
）
に
参
加
し
て
い
る
が
、
今

回
も
参
加
し
て
発
表
す
る
機
会
を
え
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
報
告
を
記
し

て
お
き
た
い
。
な
お
、
す
で
に
「
東
方
学
会
報
七
三
」
（
平
成
九
年
一

二
月
二
二
日
）
に
お
い
て
、
全
体
に
わ
た
る
詳
し
い
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る
の
で
、
筆
者
の
報
告
は
、
参
加
し
た
部
会
を
中
心
に
し
て
研
究
会
議
に

つ
い
て
の
点
描
で
あ
る
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
・

本
研
究
会
議
は
東
洋
学
の
国
際
学
会
と
し
て
は
最
も
古
い
歴
史
を
も
ち
、

第
一
回
の
研
究
会
議
は
一
八
七
三
年
に
パ
リ
で
開
か
れ
て
い
る
。
研
究
会

議
は
、
第
一
回
か
ら
第
一
九
回
（
パ
リ
、
一
九
七
三
）
ま
で
は
国
際
東
洋

学
者
会
議
口
昌
の
目
農
○
口
巴
９
冒
四
の
の
“
且
９
局
邑
巨
曽
切
）
と
い
う
名

？
２
海
外
ニ
ュ
ー
ス

第
三
五
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ

研
究
会
議
（
５
シ
ヨ
シ
ｇ
ｌ
点
捕
Ｉ

；

長
崎
法
潤

称
で
あ
っ
た
が
、
第
三
○
回
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
、
一
九
七
六
）
か
ら

国
際
ア
ジ
ア
。
北
ア
フ
リ
カ
人
文
科
学
会
議
（
［
員
の
目
昌
○
口
巴
○
○
口
‐

四
の
め
い
且
国
昌
口
営
〕
の
ｅ
の
口
。
①
め
旨
津
の
旨
四
目
三
○
号
醒
箇
８
）
に
改
称
さ

れ
た
。
さ
ら
に
第
三
二
回
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
一
九
八
三
）
か
ら
は
国
際
ア

ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
研
究
会
議
（
言
〔
の
目
呂
○
口
巴
ｏ
ｏ
ｐ
四
①
、
切
具
貯
賦
口

鯉
且
ｚ
ｏ
罠
ご
睦
言
８
口
堕
巨
ｇ
の
、
〕
略
称
、
門
シ
ョ
ン
巴
と
い
う
名
称
に
改

め
ら
れ
て
い
る
。

本
研
究
会
誌
は
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
洲
樅
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次

大
戦
後
、
ア
ジ
ア
で
は
イ
ン
ド
で
第
二
六
回
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
一
九
六

四
）
が
開
か
れ
た
。
日
本
で
は
第
三
一
回
（
東
京
・
京
都
、
一
九
八
三
）
、

そ
し
て
前
回
は
、
返
還
前
の
香
港
で
第
三
悶
回
（
香
港
、
一
九
九
三
）
が

附
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
研
究
会
議
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
参
加
し
た
の
は
南

条
文
雄
と
笠
原
研
寿
と
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
マ
ッ
ク
ス
・
ミ

ュ
ラ
ー
博
士
の
も
と
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏
典
を
学
ん
で
い
た
両
氏
は
、

マ
博
士
の
切
な
る
勧
め
に
従
い
、
明
治
一
四
年
九
月
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ

ン
で
開
催
さ
れ
た
研
究
会
議
に
、
マ
博
士
と
と
も
に
参
加
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
第
五
川
（
ベ
ル
リ
ン
、
一
八
八
一
）
の
研
究
会
議
で
あ
り
、
南
条

文
雄
は
そ
の
と
き
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
東
洋
学
士
会
議
に
お
い
て
は
当
時
ョ
１
口
シ
バ
学
界
の
権
威
者
が
ベ

ル
リ
ン
市
に
蛸
集
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
我
わ
れ
青
年
の
輩
に
と
り
て
は

こ
の
上
も
な
い
よ
き
刺
激
で
あ
っ
た
。
席
上
に
は
私
た
ち
の
知
り
合
い
の

モ
ニ
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ス
氏
や
マ
ク
ド
ネ
ル
氏
（
現
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
梵
文
学
教
授
）
も
列
席
し
て
い
た
。
モ
ー
王
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
氏
は
、
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マ
博
士
の
梵
文
典
に
お
い
て
厨
を
イ
タ
リ
ッ
ク
で
書
い
て
ｏ
富
の
発
音

を
す
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
言
っ
て
盛
ん
に
論
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
」
（
南
条
文
雄
著
『
懐
旧
録
」
、
東
洋
文
庫
三
五
九
、
平
凡
社
、
一
三

六
頁
）こ

れ
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
権
威
で
あ

る
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
や
モ
ー
王
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
第
五
回
の
研

究
会
議
に
州
席
し
た
こ
と
を
伝
え
る
た
い
へ
ん
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
や
東
洋

研
究
に
貢
献
し
て
き
た
本
研
究
会
議
の
歴
史
の
重
み
を
あ
ら
た
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

ブ
ダ
ペ
ス
ト
は
落
ち
着
い
た
美
し
い
古
都
で
あ
る
。
街
の
中
央
を
南
北

に
流
れ
る
ド
ナ
ウ
川
に
よ
っ
て
、
西
側
が
王
宮
の
丘
や
博
物
館
な
ど
の
あ

る
山
の
手
の
ブ
ダ
、
東
側
が
平
地
の
市
街
が
つ
づ
く
ペ
ス
ト
に
二
分
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
研
究
会
議
の
主
会
場
に
な
っ
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
経
済
大
学

は
、
ド
ナ
ウ
川
の
自
由
橋
の
た
も
と
の
ペ
ス
ト
側
に
建
っ
て
い
る
。

開
会
式
は
経
済
大
学
の
大
会
場
で
七
月
七
日
二
時
よ
り
開
か
れ
た
。

（
１
）
第
三
四
回
（
香
港
）
の
会
長
・
趙
令
場
（
因
Ｑ
旨
）
教
授
に
よ

る
引
き
継
ぎ
の
ス
ピ
ー
チ
、
（
２
）
第
三
五
回
研
究
会
議
の
会
長
を
つ
と

め
る
ハ
ザ
イ
ａ
望
四
四
Ｎ
巴
）
教
授
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会

員
）
の
開
会
ス
ピ
ー
チ
、
（
３
）
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の
ゲ
オ
ン
ッ
大
統

領
（
今
研
究
会
議
の
パ
ト
ロ
ン
の
一
人
）
の
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
、
（
４
）
ヨ

ル
ダ
ン
王
国
の
エ
ル
・
ハ
ツ
サ
ン
・
ピ
ン
・
タ
ラ
ー
ル
皇
太
子
（
今
研
究

二

会
議
の
パ
ト
ロ
ン
の
一
人
）
の
ス
ピ
ー
チ
、
（
５
）
カ
ダ
ル
外
務
省
審
議

官
の
ス
ピ
ー
チ
、
と
ス
ピ
ー
チ
が
つ
づ
い
た
。

今
回
の
第
三
五
回
研
究
会
誌
が
今
世
紀
最
後
の
会
議
と
な
る
こ
と
か
ら
、

総
合
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
二
○
世
紀
に
お
け
る
東
洋
学
ｌ
そ
の
到
達
点
」

を
か
か
げ
、
今
世
紀
に
お
け
る
東
洋
学
の
す
ぐ
れ
た
学
者
、
研
究
の
発
見
、

新
し
い
展
開
を
回
顧
し
顕
彰
し
て
、
二
一
世
紀
の
東
洋
学
を
展
望
す
る
こ

と
を
Ⅱ
的
に
し
て
い
る
。

ハ
ザ
イ
会
長
の
開
会
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
最
初
に
研
究
会
議
の
総
合
テ
ー

マ
に
つ
い
て
言
及
し
、
つ
づ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仙
界
に
お
け
る
経
済
至
上
主
義
の
傾
向
は
そ
の
他
の
洲
価
値
を
幟
牲
に

し
、
巨
大
な
技
術
進
歩
と
平
行
し
て
、
今
日
、
文
化
と
人
間
性
に
た
い
す

る
真
の
理
解
が
急
激
に
薄
れ
て
い
る
。
東
洋
学
の
研
究
者
も
こ
の
傾
向
に

無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
・

こ
の
研
究
会
議
は
、
二
○
世
紀
を
通
じ
て
、
二
度
の
世
界
大
戦
や
そ
の

他
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
東
洋
学
の
各
専

門
分
野
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
の
専
門
学
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
生
ま
れ
、
こ
の
研
究
会
議
の
役
割
に
つ
い
て
疑
問
が
提
起
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
将
来
学
者
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
想
定

す
る
と
、
東
洋
学
の
全
体
性
を
も
っ
た
学
会
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
先
達
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
こ
の
研
究
会
議
を
大
切
に
し
て
、
東
洋

学
の
発
展
の
た
め
に
こ
れ
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
ザ
イ
会
長
は
蹴
後
に
、
今
回
の
研
究
会
議
の
標
語
に
、
ゲ
ー
テ
が

「
西
東
詩
集
」
の
な
か
で
、

お
の
れ
を
知
り
、
他
者
を
知
る
も
の
は
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こ
こ
で
も
認
め
る
だ
ろ
う
１

束
の
国
と
西
の
国
は

も
は
や
分
か
ち
が
た
い
、
と
。

［
生
野
幸
吉
訳
『
ゲ
ー
テ
全
集
』

と
う
た
っ
た
言
葉
を
選
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
今
日
で
は
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
の
精
神
を
も
っ
て
学
術
交
流
に
取
り
組
む
こ
と
は
次
の
世
代

の
仕
事
で
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。
［
「
東
方
学
会
報
七
三
」
六
’
七
頁
、

「
開
会
式
に
お
け
る
ハ
ザ
イ
会
長
の
挨
拶
（
柳
瀬
廣
氏
に
よ
る
要
約
）
」

参
照
］Ⅲ

会
式
は
主
に
ス
ピ
ー
チ
だ
け
の
地
味
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
会
場
の

ホ
ー
ル
は
、
集
ま
っ
た
約
五
○
○
人
の
参
加
者
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

時
々
、
ホ
ー
ル
の
高
い
天
井
か
ら
陽
の
光
が
さ
し
こ
み
、
会
場
の
雰
囲
気

に
変
化
を
つ
け
て
い
た
。

そ
の
日
の
午
後
か
ら
次
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ョ
ン
・
部
会
に
分
か
れ
て
研

究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

Ｉ
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
と
古
代
ア
ジ
ア
（
古
代
近
東
）

Ⅱ
中
近
東
と
北
ア
フ
リ
カ
（
ユ
ダ
ヤ
教
と
へ
プ
ラ
イ
語
研
究
、
イ
ス
ラ

ム
学
、
ア
ラ
ブ
学
、
イ
ラ
ン
学
、
オ
ッ
ト
マ
ン
・
ト
ル
コ
学
）

Ⅲ
コ
ー
ヵ
サ
ス
（
ア
ル
メ
ニ
ア
研
究
、
グ
ル
ジ
ア
研
究
）

Ⅳ
中
央
ア
ジ
ア
と
そ
の
関
連
地
域
（
チ
ュ
ル
ク
研
究
と
そ
の
関
連
地
域
、

モ
ン
ゴ
ル
研
究
、
マ
ン
チ
ュ
ー
・
ツ
ン
グ
ー
ス
研
究
、
チ
ベ
ッ
ト
研

究
）

Ｖ
南
ア
ジ
ア
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
、
イ
ン
ド
研
究
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー

研
究
、
タ
ミ
ー
ル
と
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
研
究
、
仏
教
研
究
）

上
記
の
よ
う
に
、
「
南
ア
ジ
ア
」
セ
ク
シ
ョ
ン
は
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

研
究
」
「
イ
ン
ド
研
究
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー
研
究
」
「
タ
ミ
ー
ル
と
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ

研
究
」
「
仏
教
研
究
」
の
四
部
会
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
「
イ
ン

ド
研
究
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー
研
究
」
部
会
に
は
最
も
多
く
の
発
表
が
あ
っ
た
。

今
回
、
筆
者
は
主
に
「
仏
教
研
究
」
部
会
に
参
加
し
た
の
で
、
同
部
会
に

つ
い
て
と
り
あ
げ
た
い
。

「
仏
教
研
究
」
部
会
に
は
二
つ
の
パ
ネ
ル
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
の
う

ち
、
国
巴
冨
冒
国
巨
‐
く
○
口
国
旨
弓
①
【
女
史
が
コ
ン
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て

「
僧
院
の
戒
律
に
つ
い
て
の
研
究
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル
を
設
け
、
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
で
は
五
つ
の
発
表
が
あ
っ
た
。
レ
ジ
メ

も
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
、
レ
ジ
メ
を
中
心
に
し
て
発
表
内
容
を
紹
介
し

た
い
。 Ⅵ

東
南
ア
ジ
ア
（
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ク
メ
ー
ル
研
究
）

Ⅶ
東
ア
ジ
ア
（
日
本
研
究
、
中
国
研
究
、
韓
国
研
究
）

Ⅷ
近
代
史
と
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
の
現
状

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
か
れ
て
い
た
。

仙
国
際
敦
煙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｉ
Ｄ
Ｐ
）
の
「
敦
埠
枳
ト
ウ
ル
フ
ァ

ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

②
東
洋
研
究
の
歴
史

⑧
ト
ル
コ
学
研
究
史
（
Ｉ
Ｕ
Ｏ
Ａ
Ｓ
主
催
）

側
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
東
洋
研
究

⑤
東
洋
学
図
書
館
司
書
学
会
（
Ｉ
Ａ
Ｏ
Ｌ
）

三

qハ
ゾ 1 ノ



フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
教
授
の
著
名
な
パ
ー
リ
学
者
○
ぬ
冨
爲
く
田
目
‐

房
【
氏
は
、
《
づ
口
晉
の
○
月
旨
四
目
弓
の
望
目
の
目
『
の
旦
冒
の

闘
日
冒
○
房
言
切
昌
国
ゞ
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
発
表
を
し
て

い
る
。テ

ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
の
戒
経
（
パ
ー
リ
戒
経
、
パ
ー
テ
ィ
モ
ッ
ヵ
ス
ッ
タ
、

波
羅
提
木
叉
）
は
、
一
般
的
に
、
そ
し
て
ま
た
ほ
と
ん
ど
間
違
い
な
く
最

古
の
現
存
す
る
仏
教
文
献
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
パ
ー
リ

戒
経
よ
り
新
し
い
戒
経
の
異
本
が
、
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
と
は
別
の
諸
部
派

の
律
の
な
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
戒
経
そ
の
も
の
は
容
易
に
比
較

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
戒
経
の
構
成
上
の
問
題
に
つ
い
て

は
今
ま
で
い
く
ぶ
ん
無
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ー
リ
戒
経
の

起
源
を
た
ず
ね
る
も
っ
と
最
初
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
が
ほ
と

ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
戒
経
は
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
た
か
、
と
く
に
、
ど
の
よ
う
に
仏
教
徒
が
典
型
的
に
仏
教
の
方
法
に

お
い
て
新
し
い
条
文
を
作
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
の
バ
ラ

モ
ン
苦
行
者
た
ち
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
規
則
が
戒
経
の
背
景
に
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
戒
経
の
条
文
は
も
と
も
と
非
仏
教

的
状
況
の
な
か
で
作
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
戒
経
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
の

で
あ
る
。
一
方
、
新
た
な
条
文
が
明
白
に
特
色
あ
る
用
語
を
用
い
て
作
ら

れ
て
い
っ
た
。

次
に
、
氏
は
、
戒
経
の
全
体
的
な
構
造
の
配
列
に
つ
い
て
注
目
し
て
い

る
。
戒
経
は
、
重
い
罪
か
ら
軽
い
罪
に
な
っ
て
い
く
順
序
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
波
逸
提
法
（
パ
ー
チ
ッ
テ
ィ
ャ
）
の
よ
う
な
、
戒
経

の
な
か
の
九
二
条
も
あ
る
大
き
な
条
文
は
、
十
条
一
組
に
細
分
さ
れ
て
い

る
。
十
条
一
組
の
最
初
の
条
文
は
、
と
き
ど
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

の
な
か
の
最
初
の
条
文
の
特
別
な
表
現
を
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

十
条
一
組
の
な
か
で
は
、
一
つ
一
つ
の
条
文
が
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に

連
鎖
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
と
具
体
的
な
資
料
に
も
と
づ
い
て
氏
は
発

表
し
た
。

つ
づ
い
て
、
中
川
正
法
氏
（
筑
紫
女
学
園
短
大
）
は
、
ゞ
○
口

も
日
割
百
日
旨
号
の
寓
愚
冨
切
員
国
司
己
ゞ
と
い
う
題
で
次
の
よ
う
な
内
容

の
発
表
を
し
た
。

中
川
氏
は
、
根
本
説
一
切
有
部
の
著
名
な
律
師
の
巨
目
目
号
冨
（
徳

光
）
が
著
し
た
劃
目
冨
呂
目
と
そ
の
自
註
を
校
訂
中
で
あ
る
。
氏
の

校
訂
は
、
イ
ン
ド
の
パ
ト
ナ
に
あ
る
ビ
ハ
ー
ル
・
リ
サ
ー
チ
・
ソ
サ
ィ
テ

イ
の
ラ
ー
フ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
の
貝
葉
写
本
の
写
真
に
も
と
づ

い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
Ｖ
・
Ｖ
・
ゴ
ー
カ
レ
教
授
が
そ
の
校

訂
を
手
が
け
、
Ｐ
．
Ｖ
・
バ
パ
ッ
ト
教
授
と
と
も
に
、
そ
の
最
初
の
部
分

の
校
訂
を
出
版
し
て
い
る
（
ぐ
目
塁
幽
‐
⑳
昌
国
、
且
姿
具
○
‐
８
日
日
の
口
国
曼

○
口
吾
の
“
騨
日
の
》
ｇ
勉
官
の
こ
’
印
陣
ぐ
且
薗
ぐ
閉
庁
Ｆ
思
日
四
》
ら
路
）
。
中
川

氏
は
ゴ
ー
カ
レ
教
授
よ
り
そ
の
写
本
の
校
訂
を
引
継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
第
一

波
羅
夷
（
パ
ー
ラ
ー
ジ
カ
）
（
不
浄
戒
）
と
第
二
波
羅
夷
（
不
与
取
戒
）

の
最
初
の
部
分
ま
で
校
訂
研
究
を
す
ま
せ
て
発
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

波
羅
夷
に
つ
い
て
、
パ
ー
リ
、
漢
訳
の
諸
律
典
と
の
比
較
に
よ
っ
て
研
究

を
進
め
て
い
る
。

発
表
で
は
、
『
ヴ
ィ
ナ
ャ
ス
ー
ト
ラ
・
ヴ
リ
ッ
テ
ィ
』
に
お
け
る
第
一

波
羅
夷
の
構
成
、
他
の
律
典
と
の
関
連
、
比
較
、
引
用
文
献
な
ど
に
つ
い
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て
と
り
あ
げ
て
い
る
。
グ
ナ
プ
ラ
バ
が
い
く
つ
か
の
川
語
や
罪
の
判
断
基

準
を
他
の
律
典
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
あ
る
と
き
は
、
ゞ
三
四
目
四
目
‘

昏
呂
』
あ
る
い
は
《
四
目
吾
○
々
目
『
と
あ
り
、
ま
た
あ
る
と
き
は

《
口
目
ぽ
目
冒
８
園
。
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
典
名
は
明
ら
か
に
な
ら

な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
『
ヴ
ィ
ナ
ャ
ス
ー
ト
ラ
』
の
波
羅
夷
の

部
分
の
用
語
が
巨
麹
颪
く
百
ｓ
四
三
（
翻
訳
名
義
大
集
）
に
お
け
る
律
関
係

の
川
詔
に
関
連
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
胃
の
国
房
訂
口
女
史
（
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
）
は
、
《
６
○
画
震
ｇ
旨
い

困
巳
①
切
目
団
且
農
曽
冨
○
口
餌
呂
ｏ
Ｆ
ｍ
急
ゞ
と
題
し
て
下
記
の
よ
う
に
発
表

し
て
い
る
。

律
蔵
は
、
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
ら
れ
た
最
も
古
い
イ
ン
ド
の
法
制
度
で
あ

る
。
こ
の
種
類
の
判
例
法
は
、
た
ぶ
ん
矛
盾
・
不
一
致
が
生
じ
や
す
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
律
の
規
則
や
条
例
に
は
驚
く
ほ
ど
州
互
に

矛
盾
・
不
一
致
が
少
な
い
・
律
に
み
ら
れ
る
矛
盾
・
不
一
致
の
多
く
は
、

た
と
え
そ
れ
が
、
す
で
に
そ
の
時
代
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
律

の
編
者
が
そ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
を
跨
踏
し
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
ら
の
矛
盾
・
不
一
致
の
い
く
つ
か
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
問
い
が

で
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
に
個
々
の
場
合
に
実
際
に
処
理
さ
れ

た
か
、
矛
盾
し
て
い
る
規
則
の
う
ち
の
ど
れ
を
適
用
し
た
か
。
律
の
注
釈
、

「
サ
マ
ン
タ
パ
ー
サ
ー
デ
ィ
カ
ー
』
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
作
者
の
解
釈

や
実
際
の
知
識
に
も
と
づ
い
て
問
題
の
解
決
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
作
者
は
、
自
分
の
解
釈
を
支
持
す
る
た
め
に
律
の
な
か
か
ら

形
式
的
な
議
論
を
常
に
持
ち
だ
し
て
い
る
。

「
サ
マ
ン
タ
パ
ー
サ
ー
デ
ィ
カ
ー
』
に
お
い
て
用
い
て
い
る
方
法
の
一

例
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
戒
経
に
お
い
て
、
「
（
七

一
）
い
ず
れ
の
比
丘
尼
と
い
え
ど
も
二
○
才
未
満
の
童
女
を
受
具
さ
せ
れ

ば
波
逸
提
（
パ
ー
チ
ッ
テ
ィ
ャ
）
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
ま
た
「
（
六
五
）

い
ず
れ
の
比
丘
尼
と
い
え
ど
も
一
二
才
未
満
の
嫁
に
行
っ
た
女
を
受
具
さ

せ
れ
ば
波
逸
提
で
あ
る
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
女
性
の
具
足
戒

掲
磨
の
と
き
の
質
問
の
一
つ
に
、
「
二
○
才
に
満
た
し
て
い
る
か
」
と
問

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
サ
マ
ン
タ
パ
ー
サ
ー
デ
ィ
カ
ー
』
の
作
者
は

こ
の
矛
盾
を
た
い
へ
ん
巧
妙
な
方
法
で
処
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
二
○
才
」
と
い
う
語
は
、
一
つ
の
最
も
基
本
的
な
あ
り
方
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
具
足
戒
を
受
け
ら
れ
る
女
性
の
実
際
の
年
令

を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
。

発
表
の
四
番
目
に
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
大
学
の
明
○
号
侭
巳
扉
冒
旨
の

氏
は
、
”
巨
侭
昌
昌
ｏ
ｚ
ｏ
扇
ｍ
Ｏ
ｐ
ｓ
の
国
巨
厨
属
昌
‐
く
甘
四
ぐ
四
》
〕
と
い
う
題
で

絶
対
詞
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
国
三
富
匡
昌
‐
ヨ
ロ
四
百
の
文
章
に
お

け
る
絶
対
詞
に
は
二
種
が
あ
る
。
（
ご
絶
対
訶
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
特

徴
が
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
異
な
る
こ
と
の
な
い
も
の
、
（
二
）
古
典

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
お
い
て
不
可
能
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
仏
教

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
お
い
て
よ
く
好
ま
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
、
と
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
用
法
に
つ
い
て
資
料
に
も
と
づ
い
た
具
体
的
な
発
表
で

あ
っ
た
。

最
後
に
、
パ
ネ
ル
の
召
集
者
で
あ
る
国
巴
冨
口
四
戸
‐
ぐ
○
国
閉
口
弓
の
烏
女

史
（
フ
ラ
ィ
ブ
ル
グ
）
は
、
《
醇
曾
『
ぐ
昌
旦
罵
○
の
昌
陣
巨
昌
の
切
○
自

国
屋
匙
巨
鴛
固
騨
島
ぐ
冒
暑
四
（
５
３
‐
雪
）
ゞ
と
題
し
て
、
近
年
の
律
研
究

の
動
向
を
ま
と
め
、
こ
の
パ
ネ
ル
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
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○
旨
い
国
①
宮
呂
に
よ
る
律
研
究
に
関
す
る
報
告
（
↑
罰
の
○
①
貝
刃
品
‐

Ｈ
①
閉
旨
く
旨
い
く
画
の
日
昌
の
の
》
〕
の
白
日
①
の
旨
屯
巴
昌
印
ロ
ｇ
ｍ
ｐ
ｇ
Ｑ
宮
切
目
》
①
具

シ
，
【
ｚ
煙
国
旨
騨
且
Ｆ
Ｎ
笥
筐
旨
四
厚
屋
ら
ご
）
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら

ほ
ぼ
二
○
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
世
界
の
学
者
た
ち
は
律
研
究
の
分
野
で

多
く
の
新
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
多
く
の
論
文
、
書
物
な
ど
が
出
版

さ
れ
た
が
、
ま
た
近
々
刊
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
研

究
の
現
状
を
こ
こ
で
評
価
す
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
な
研
究
の
発
展
を
な
し
て
き
た
か
。
二
○
年
前
よ
り
実
際

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
律
研
究
の
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
今
立
っ
て
い
る
か
。
将
来
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
も
う
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
か
。

こ
の
発
表
は
、
一
方
で
は
、
過
去
二
○
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
初
期
の
律

文
献
に
関
す
る
研
究
書
に
た
い
し
て
コ
メ
ン
ト
を
川
え
る
こ
と
で
あ
り
、

他
方
で
は
、
こ
の
パ
ネ
ル
の
参
加
者
の
問
で
将
来
さ
ら
に
律
に
関
す
る
議

論
が
な
さ
れ
る
た
め
の
一
つ
の
礎
を
自
分
が
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
教
団
の
戒
律
は
一
つ
の
組
織
的
に

ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
異
な
っ
た
部
派
の
律
文
献
は
、
そ
れ
に
関
連

す
る
多
く
の
問
題
と
同
様
に
、
相
互
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
律
に
関
す
る
こ
の
第
一
回
目
の
パ
ネ
ル
が
、
研
究
者
問
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
ん
に
し
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
刺
激
を
あ
た
え
る

こ
と
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
希
望
し
て
い
る
、
と
女

史
は
発
表
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
仏
教
の
戒
律
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
パ
ネ
ル
で
は
レ
ジ
メ

や
発
表
資
料
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
も
あ

っ
た
。
常
に
○
の
冨
肖
く
固
口
弓
閏
氏
が
中
心
に
な
り
、
活
発
に
討
議
が

な
さ
れ
、
パ
ネ
ル
と
し
て
の
成
果
を
お
さ
め
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
最
後
に
、
パ
ネ
ル
の
召
集
者
で
あ
る
ヒ
ニ
ュ
ー
バ
女
史
は
、
仏
教
戒

律
研
究
の
こ
の
テ
ー
マ
を
一
九
九
九
年
の
八
月
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

で
洲
催
さ
れ
る
国
際
仏
教
学
会
に
お
い
て
再
度
と
り
あ
げ
た
い
と
述
べ
た
。

パ
ネ
ル
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
女
史
は
筆
者
に
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
は
日
本
か

ら
戒
律
研
究
者
が
参
加
す
る
よ
う
に
伝
え
て
ほ
し
い
、
と
言
っ
て
い
た
。

「
仏
教
研
究
」
の
部
会
で
は
も
う
一
つ
の
パ
ネ
ル
が
開
か
れ
た
。
Ｐ

Ｆ
ｏ
Ｏ
宮
口
ｅ
巴
巨
）
が
コ
ン
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
、
「
ア
ジ
ア
芸
術
に

お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
仏
教
遺
産
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル
で
あ
る

が
、
次
の
発
表
が
あ
っ
た
。

弓
百
日
煙
の
陣
匡
肖
巨
農
言
些
田
○
口
巳
《
く
泳
ぐ
四
目
冒
冒
冒
巳
画
四
且

恐

の
○
口
目
①
開
庁
し
、
屈

○
も
国
己
四
口
』
ぐ
菖
冒
、
（
国
営
侭
丙
○
ご
師
団
匡
堅
ｇ
言
い
日
斡
の
刃
①
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｑ
①
含
旨

同
日
辱
胃
口
切
ｏ
ｐ
貝
５
口
の
司
○
巨
己
匡
旨
目
写
巴
置
邑
Ｑ

Ｋ

Ｆ

両
庁
冒
凹
の
Ｏ
冒
己
島
（
雪
①
口
協
）
》
、
ロ
・
匡
巨
異
国
の
昌
国
、
の
昌
晉
の
房
医
目
」
ｏ

詞
①
で
巨
匡
冒
旦
も
四
宮
ｍ
国
口

℃
宮
口
凹
冒
ｑ
ｏ
Ｈ
｛
ａ
旨
、
弾
で
○
Ｈ
の
）
唖
澤
で
宮
○
ｍ
ｏ
宮
の
の
８
号
の
の
冒
堅
望
○
｛

の
○
画
号
①
四
降
鴎
の
賦
口
シ
月
巨
蔚
ｇ
旨
①

勺
四
号
○
○
胃
の
巨
号
開
口
石
印
（
○
臣
山
口
加
戸
畠
巴
）
皿
も
毎
日
印
目
・
く
の
ｍ
里
閏
５
口
目

弓
の
目
昏
昌
三
島
ロ
Ｈ
昌
醇
再
旨
。
旨
い
口
、
》
自
巴

四

「
仏
教
研
究
」
部
会
で
は
上
記
の
二
つ
の
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
プ
ロ
グ
ラ
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ム
で
は
三
○
ほ
ど
の
研
究
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン

セ
ル
や
他
部
会
へ
の
変
更
な
ど
も
あ
り
、
実
際
に
は
次
の
発
表
が
あ
っ
た
（

な
お
、
斎
藤
明
氏
の
「
仏
教
研
究
」
部
会
お
よ
び
「
サ
ン
ス
ス
ク
リ
ッ
ト

研
究
」
部
会
に
つ
い
て
の
報
告
（
「
東
方
学
会
報
七
三
」
）
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

勺
言
甦
胃
尉
の
国
ロ
○
庫
（
国
四
日
澤
８
己
錨
口
座
目
目
、
の
四
Ｑ
‐
の
」
め
ご
四
○
①
亜
冠
Ｈ
肘
竺
‐

々
○
○
国
貢
巳
印
画
ｇ
○
○
口
厨
呉
旨
の
○
日
の
戸
｛
の
Ｑ
附
く
巴
の
鼬
冒
の
丙
昌
井

戸
［
回
昏
創
白
〕
四
目
①
×
訂

【
ｇ
ｏ
巨
陛
目
ｏ
富
国
臼
陣
国
民
ｏ
己
》
弓
馬
”
の
８
ａ
“
且
彦
岸
旧
巨
’

○
○
口
黒
同
巨
只
旨
］
ぬ
四
の
脚
０
門
①
旦
豈
【
○
口
ロ
国
】
ロ
旨
シ
【
の
巳
の
く
巴
○
宮
口
画

室
寺
義
仁
（
高
野
山
大
学
）
目
冨
甸
○
『
日
巳
昌
Ｏ
ｐ
Ｐ
且
冒
目
冒
①
国
‐

毎
５
口
旦
昌
①
シ
”
画
日
弾
○
口
切
片
ｇ
四
口
』
ロ
の
四
号

国
①
己
叩
○
宮
口
、
の
巨
豈
（
目
画
台
四
）
亜
目
声
の
ロ
の
く
陛
○
宮
口
の
ロ
庁
○
｛
、
巨
匡
旦
巨
の
日

］
ロ
戸
畠
Ｏ
ｇ
の
Ｈ
ｐ
岸
印
罠
ご
印
旨

、
計
Ｊ
、

森
山
清
徹
（
仏
教
大
学
）
弓
扁
留
倒
９
日
百
四
且
吾
①
即
開
目
四
百
‐

三
［
凶
匡
彦
旦
四
日
涛
角
シ
ロ
肖
口
』
①
も
の
ロ
Ｑ
の
貝
勺
Ｈ
ｏ
ｇ
‐
司
○
時
目
巳
四
（
⑫
ご
四
国
具
‐

届
、
凶
・
彦
ｍ
ｐ
ｍ
）
印
ロ
Ｑ
吾
の
○
○
胃
①
ｇ
ｏ
Ｏ
ｐ
ぐ
の
具
５
国
巴
目
Ｈ
匡
吾
（
弓
煙
号
く
閉
包
目
‐

ぐ
再
勗
印
《
ぐ
四
）

足
、

の
犀
呂
四
斤
宮
日
匡
屈
（
北
米
禅
文
化
研
究
所
）
屑
目
白
白
』
侭

三
国
”
習
冒
冒
四
）
の
口
昌
の
、
津
己
匡
罰
①
四
○
口
且
函
尉
シ
ｇ
一
国
ご
印
の
Ｆ
○
四
○
茜
ｐ

ｍ
ｐ
ｇ
ｐ
茜
后
２
局
届
ロ
旨
醒
．
ロ
．
、
？
胃
、
Ｃ
旨
ご
く
の
異
の
目
旨
巳
四

］
巨
号
詳
司
の
彦
酔
（
国
匡
旦
四
で
①
普
）
》
ｚ
ｏ
５
ｍ
ｏ
毎
国
凶
館
凹
］
戸
昌
色
〕
ぬ
詞
四
目
凶
く
巴
剖

弓
四
日
四
の
シ
ぬ
ひ
の
、
（
、
巨
竺
凹
己
①
、
昏
弓
写
①
ロ
屈
日
○
口
旦
邑
①
朋
○
｛
弓
の
己
］
‐

曽
己
○
口
」
の
。
貢
、

小
林
圓
照
（
花
園
大
学
）
○
口
吾
の
ｏ
ｏ
ｐ
８
冒
旦
巨
自
烏
医
冒
言
の

う
ご
Ｉ
ご

ぐ
ゆ
冒
口
四
く
ぐ
匡
巨
四

口
“
Ｌ

く
の
、
邑
四
シ
ご
く
巴
置
の
①
（
国
四
臣
戸
畠
○
○
昌
団
画
己
唖
国
ロ
ー
ｇ
匡
鴛
の
ロ
○
胃
５
届
目

今

目
号
の
屍
倒
置
０
画
戸
田
日
昌
国

○
口
Ｈ
す
、
斥
声
の
写
の
旨
い
唇
（
ロ
の
］
冨
）
や
、
匡
旦
」
匡
騨
の
自
ら
①
切
目
○
○
口
扇
昌
口
○
，

吟

斗
二
・

【
画
境
く
陰
口
ロ
津
凹

隠の
◆
、
里
匡
の
罠
巴
く
］
（
国
巨
旦
四
も
①
ｍ
吾
三
○
房
ｍ
○
国
号
①
Ｆ
』
註
四
口
ｇ
ご
く
○
房
の

旦
目
尋
○
骨
、
ｌ
胃
④
吾
○
①
日
日
昼
Ｆ
四
目
尉
旦
間
四
国
の
戸
閏

》
畠
ロ
ロ
○
吋
四
ｇ
四
口
勺
Ｈ
四
匹
彦
四
国
（
の
煙
口
弄
旨
時
①
国
ロ
）
牢
目
昌
も
四
ｇ
○
｛
切
巨
９
９
臣
の
日

○
口
○
国
ぐ
印
迂
５
口
○
ｐ

Ｋ

Ｆ
旨
画
回
鼻
声
昌
陛
］
（
弓
冑
目
）
叩
、
匡
○
堅
巨
里
の
冒
呂
の
的
画
口
旦
の
①
］
目
９
］
○
ｍ

目
侭
田
ロ
【
．
ご
畠
酉
ｇ
ｏ
豈
の
ぐ
ｅ
含
め
。
○
弓
）
”
シ
再
ｇ
ｏ
い
く
①
、
匡
堅
旦
言
鴛

○
①
貝
門
①
悶
騨
国
‐
弓
①
も
の
旨
○
匡
目
の
Ｈ
日
の
い
（
嗣
巨
の
唇
四
目
四
国
邑
勺
○
の
房
巨
い
ぼ
四
日

目
］
日
の
の
）

固
め
巨
膀
皿
昌
口
回
詞
の
ロ
ロ
①
局
（
、
巨
堅
山
も
①
異
）
四
国
ｇ
ｏ
く
。
侭
旨
司
旦
Ｏ
の
画
戸

（
国
巨
旦
印
も
の
鷲
）
“
の
国
司
四
国
９
勺
Ｈ
の
の
①
Ｈ
ぐ
胃
５
国
且
Ｆ
ｍ
ｇ
届
口
、
ロ
二
二
巨
駕
シ
Ｈ
↑

（
○
ｍ
ｍ
①
の
冒
堅
望
旦
回
日
屋
四
口
”
屯
ぽ
ゆ
ず
い
ロ
伽
目
①
自
己
①
四
冒
旦
胃
の
の
。
ロ
ゼ
目
Ｈ
巴

○
○
巨
の
ｇ
５
己境

目
自
首
目
印
〆
ｍ
ａ
ｏ
ｍ
（
国
口
旦
印
穴
①
の
凶
）
”
○
巨
岸
且
目
昌
①
匿
弓
ロ
巴
匡
①
の
目

Ｆ
臼
○
の
四
国
堅
吾
の
○
弓
旨
朋
の
自
国
呂
匡
○
国

上
記
の
発
表
以
外
に
、
宮
下
晴
輝
氏
（
大
谷
大
学
）
は
《
⑮
く
号
園
ぐ
煙
‐

胃
○
匡
の
日
鼻
后
白
昼
の
崖
喜
丘
冨
ご
己
四
篭
と
題
し
て
、
初
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
論

害
に
お
い
て
“
ぐ
号
園
ぐ
ゆ
の
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
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ま
た
、
茨
田
通
俊
氏
（
東
方
研
究
会
）
は
、
《
《
弓
訂
巨
の
四
日
侭
旦

忌
昌
針
四
国
日
吾
の
シ
く
菌
冨
国
‐
壱
の
農
○
房
ゞ
と
題
す
る
発
表
で
、
十
無

記
に
現
わ
れ
る
死
後
の
存
在
を
問
う
定
型
句
で
の
目
牙
掛
四
ｓ
に
つ
い

て
、
如
来
と
い
う
一
般
的
な
意
味
と
、
注
釈
者
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
に
よ
る

め
煙
冒
（
有
情
）
と
い
う
解
釈
の
共
存
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
有
情
と
し

て
の
解
脱
者
」
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。

筆
者
は
、
￥
印
画
ｑ
の
宮
駒
口
呂
宮
口
且
言
い
罰
○
房
、
旨
両
胄
与
国
且
‐

監
尉
目
ゞ
と
い
う
題
で
、
初
期
仏
教
に
お
け
る
畔
支
仏
と
そ
の
役
割
に
つ

い
て
発
表
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
牌
支
仏
は
「
ス
ッ
タ
’
一
パ
ー
タ
」
「
ダ

ン
マ
パ
ダ
」
な
ど
の
古
層
の
原
始
仏
典
に
は
現
わ
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
よ

り
も
や
や
新
し
い
「
サ
ガ
ー
タ
ヴ
ァ
ツ
ガ
」
の
散
文
に
現
わ
れ
て
い
る
、

と
筆
者
が
述
べ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
ヒ
ニ
ュ
ー
バ
氏
は
、
「
サ
ガ
ー

タ
ヴ
ァ
ッ
ガ
」
の
散
文
の
部
分
は
韻
文
の
部
分
と
同
じ
く
、
「
ス
ッ
タ
’
一

パ
ー
タ
」
や
「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
と
同
じ
く
ら
い
古
い
層
に
属
し
て
い
る
、

と
意
見
を
述
べ
た
。
た
い
へ
ん
有
益
な
意
見
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考

に
し
て
辞
支
仏
の
起
源
を
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ヒ
ニ
ュ
ー
バ
氏
は
ま
た
、
「
ニ
ッ
デ
ー
サ
」
の
年
代
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

初
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
要
素
が
見
ら
れ
る
か
ら
紀
元
前
二
川
紀
で
あ
る
、
と

私
が
答
え
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
氏
は
反
論
し
な
か
っ
た
が
、
必
ず
し
も

納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

「
仏
教
研
究
」
部
会
以
外
で
の
日
本
人
学
者
の
発
表
を
記
せ
ば
、
「
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
」
部
会
で
は
、
斎
藤
明
氏
（
三
重
大
学
）
は

五

田
圃
乱
ぐ
①
菌
○
口
吾
の
巨
且
ご
習
国
ぐ
号
冨
忠
。
と
題
し
て
発
表
し
た
。

「
イ
ン
ド
研
究
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー
研
究
」
部
会
で
は
、
山
上
證
道
氏
（
京
都

産
業
大
学
）
は
、
一
国
闘
い
閏
ぐ
且
目
）
の
Ｑ
丘
：
日
旦
昏
の
団
巨
＆
言
呉

Ｑ
言
且
く
留
日
ご
且
四
》
》
と
い
う
題
目
で
発
表
し
た
。
「
東
ア
ジ
ア
」
セ
ク
シ

ョ
ン
の
「
中
国
研
究
」
部
会
で
は
丸
山
孝
雄
氏
（
目
白
大
学
）
の
発
表

鉾
田
○
口
宮
の
里
。
ｍ
》
め
い
冨
胆
の
切
鈩
庁
冨
旨
甘
、
国
屋
旦
匡
豈
凹
昏
○
○
号
○
宮
口
①
め
の
Ｆ
ｏ
日
切

の
ヨ
目
○
○
日
目
①
具
目
の
の
》
》
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
セ
ク
シ
ョ
ン
の
「
日
本

研
究
」
部
会
に
お
い
て
「
古
代
か
ら
近
代
に
お
け
る
日
本
化
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル
が
設
け
ら
れ
、
高
崎
直
道
氏
（
鶴
見
大
学
）
に
よ
る

罵
言
冒
巳
国
昌
○
回
且
、
ロ
監
巨
切
目
薯
と
題
す
る
発
表
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
発
表
は
な
か
っ
た
が
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
シ
ュ
タ
イ
ン
ヶ
ル

ナ
ー
氏
も
参
加
し
、
と
く
に
仏
教
論
理
学
に
関
す
る
発
表
に
た
い
し
て
啓

発
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
た
。

筆
者
が
今
ま
で
参
加
し
た
研
究
会
議
で
は
イ
ン
ド
人
学
者
の
質
問
や
発

言
が
Ⅱ
立
っ
た
が
、
今
川
の
「
仏
教
研
究
」
部
会
で
は
イ
ン
ド
か
ら
の
参

加
者
が
少
な
く
、
質
疑
応
答
に
い
さ
さ
か
活
気
が
な
か
っ
た
。

「
仏
教
研
究
」
部
会
を
中
心
に
し
て
で
あ
っ
た
が
、
五
日
間
に
わ
た
る

研
究
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
研
究
会
談
の
大
会
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
個
別
の
研
究
発
表
の
ほ
か
に
、
も
っ
と
パ
ネ
ル
を

重
視
し
、
発
表
資
料
や
ペ
ー
パ
ー
の
準
備
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、

近
年
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
報
告
と
情
報
交
換
を
お
こ
な
う
こ
と
も
有

意
義
に
思
わ
れ
る
。
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